
4.研 究 活 動

形態基礎研究部門

岩本光雄 ･木村 賛 ･毛利俊雄 ･団松 豊

研究概要

A) 旧世界ザル､特にマカクに関する形態学的

研究

岩本光雄

前年度に引き続き,ニホンザルの皮膚隆線系な

らびに生体計測値に関する検討を行い,とくに後

者に関しては,体重,座高等若干の主要計測値に

ついてのまとめを行った｡また.種子島縄文時代

退跡より出土のサル下顎片についで形態学的検討

を進めた｡さらに霊長類の木登り行動に関する共

同研究の一環として,ニホンザル関係の資料をビ

デオカメラ等により収集した｡

B) 霊長類のロコモーションと運動器

木村 賛

現生笠長類 (ヒトを含む)のロコモーションと

運動書芸の比較研究を行い,霊長類の特徴を知ると

ともに,ヒト成立過程の検討を行っている｡矧 こ,

木のぼり,息こらえの検討を共同研究として始め

た｡また成長.加齢についてのモデルを検討して

いる｡

(i)チンパンジーのロコモーションの個体発達

チンパンジー平地二足歩行の成長期の個体

発達を退勤力学的に調べヒトとの比較をした.

ヒト二足歩行の特徴をェネルギー的に考案し

た｡

(ii)霊長類四肢骨の力学的特性

四肢骨が霊長類は一般地上四足獣と比べ長

く,太く.丈夫であり特に後肢の丈夫なこと

をみとめた｡これらの特性とロコモーション

様式,力学的特性との関連について検討を加

えている｡各種年齢ニホンザルについて成長

および加齢変化を調べ,長さ成長の停止後も

加齢とともに太さと丈夫さの増すことを示し

た｡また大型類人猿の指骨の比較検討を行っ

ている｡

C) 霊長頬頭蓋骨の形態学的研究

毛利俊雄

霊長頬の頭蓋骨にみられる性的二型と成長の関

係をあさらかにするため.スイス国チューリッヒ

大学人類学研究所兼博物館.フランス国国立自然

史博物館比較解剖研究室,イギリス国自然史博物

館噛乳類研究臥 アメリカ合衆国アメリカ自然史

博物棺桶乳類研究部においてマカクを中心とする

オナガザル並科の頭蓋骨を計測した｡

これとはべつに,同一の模本について舌下神経

管の分割数など4項目の非計測的変異形質につい

てもデータを収集した｡

D) 中新世ヒト上科化石の研究

団松 豊

ケニア北部ナチョラ地域発掘小型類人猿化石を

中心に,東アフリカ中新世ヒト上科を比較検討し

た.歯牙化石の検討につづけて体肢骨の形態をと

りあつかっている.ナチョラのNyanzapitheczLS
は西ケニアで既報告されてきたものと比べ小型で

あり,新種である可能性を指摘した｡
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神経生理研究部門

久保田競 ･三上帝允 ･滞口俊之 ･中村克樹

研究概要

A)前頭弟の研究

1)コザルの前頭菜の発達の研究

久保田競 ･浮口京子1)

生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を

学習させ,前頭連合野.運動連合野.運動野

にGABAやDOPAMINEの阻害剤を微塵局所

注入すると､反応の成績の低下と運動の障害

が一時的にみられる｡これらの変化と解剖学

的 変 化 を解 析 して . GABA 抑 制 や

DOPAMINEと前頭葉の発達の関係を明らか

にする｡

2)前頭葉の運動関連領野 (運動前野 ･運動野)

におけるドーパ ミン受容器の役割

搾口俊之ZI･久保田的 ･山根到')

遅延リーチング乏雫RBを訓練したサルの前頭

柔 く迎動前野 ･運動野)に各確 ドーパ ミン阻
告別を局所注入し,喜郎かこ及ぼす効果を行動

レベルで解析した｡さらに,遅延 リーチング

叩裾に関係するニューロン活動を前頭葉から

記録し.イオントフォレシス法によって各種

1)研究輔佐貝

2)新技術耶楽団さきがけ研究21兼任 3)研究生
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